
模造紙の記載  

防災 A 

メンバー 桑原、倉林、関口、菅野 

魅力 

現状 

・エレベータが無いので、逆に良い。 

 

【人強い】 

・今のところ防災、防火について問題のある 

・いざとなったら、協力してくれるかも・・・・と期待したい。 

・事件が発生していないように思える。 

・積極的な住民の方々がいる。 

・防災意識の高い人が多い。 

 

【インフラ強い】 

・近くに児童公園がある。 

・地盤が固い。 

・建物は地震に強いかも？ 

・浸水しにくい。 

・防火、防災訓練が必要。 

・自宅で過ごせるよう備える。 

課題 

【人弱い】 

・住民の関心がうすいと感じる。 

・近所の安否確認。 

・年齢的に今すぐ動ける人がギリギリ。 

・防災機器を使える人が何人いるか心配。 

 

 

 

 

 

・地区「防災だより」の発行。 

・防災コアメンバーの発掘。 

・学校に防災組織を作ってもらう。 

・安否確認シール等を 

・地区での防災訓練・見学会の実施。 

・防災設備の共有システム（助成金活用）。 

取り組み 

アイデア 



【未タイトル】 

・エレベータのない５F。 

・エレベータの無い団地がある。 

・住宅地内の地盤沈下が・・・ 

 

・帰宅が困難になる可能性がある。 

・在宅避難と避難所避難の連携システムがない。 

・南小、南中だけでは避難者を収容できない。 

・防災情報の共有システムがない。 

・地区全体での防災活動がない。 

・情報の共有ができていない。 

・他自治会の避難行動要支援者状況が分からない。 

・地域防災会の開催。 

・避難ルート表示を。 

・地区での避難行動要支援者名簿の管理。 

・月一回程度のクリーンデイの時に防災のことも話合えると良い。 

・（マンション）棟委員と、防災担当を決める。 

・避難所運営体制の構築。 

・訓練の時に備蓄している物を住民に使ってもらえるように配る。 

・南小地区防災危険度の PR. 

・200 世帯以下の自治会では防災組織が成り立たない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



防災 B 

メンバー 黒木、鶴岡、前川 

魅力 

現状 

・マンションの中庭が広いのはありがたい。 

・自分で水や食料を備蓄されている人も多い。 

・高齢者の集うサロンをやっている。 

・何かあればきっとみんなで助け合えると思う。 

・サロン⇒顔見知りが増えた。 

・地域では子どもが多いと思うので、何かと頼りにできそう。

・災害が少ない。 

・道路が広く、災害時の物流ができそう。 

・顔見知り、知り合いを増やす。 

・市と地域連携が必要。 

・避難用具を使っての訓練が必要。 

・要支援者の把握。 

・災害を見据えた自治会と社協との連携訓練。 

・どこがどんな被害状況なのか知れるようにする。 

・地域にどんな人がいるかを知ること（把握） 

・ペットを含めた防災計画の検討が必要。 

 

課題 

・北総線が地域を分断している。 

・発災時の状況把握方法が確立していない。 

・働いている人が多いので、有事の時ちょっと不安。 

・小学校での防災教育？ 

・子どもが少ない。高齢者が多くなった。 

・自分ではなくて、自治会等を頼りにされる。 

・防災に関する情報の理解が低い。 

・自治会役員が毎年変わるので、防災会が必要。 

・避難訓練？ 

・自治会によって防災意識の差がある。 

・自治会ごとに防災への意識、取り組みに差がある。 

・それぞれの自治会間での情報共有も必要。 

・防災訓練を地域ごとにやる。 

・自治会間の横串の連携。（情報共有、役割分担）。 

・小中学校での防災教育。 

 

 

 

 

 

取り組み 

アイデア 



福祉 

メンバー 北島、菊地、沢田、藤嶋、角田、笹子 

魅力 

現状 

【便利】 

・病院が多い。 

・郵便局、銀行が近くにある。 

・駅までは徒歩でＯＫ。 

・マルエツで荷物の配達がある。 

 

【公園】 

・公園が多い。 

・子ども達の遊べる公園がある。 

・遊歩道が整備されている。 

・緑道でゆっくり歩ける。 

・大きな段差が少ないように感じる。 

 

【交流】 

・駅前センターで色々なことができる。 

・桜並木でのんびりされている。 

・ホーミィプラザのお達者クラブが楽しい。 

【広報】 

・南山小学校区地区社協のお知らせ。 

・サロンなどの内容をお知らせする掲示。 

 

【イベント、地域交流】 

・ボランティアの対象の範囲を広くする。 

・老人だけのイベントに小中学生を入れるとおもしろい。 

・中高生の参加をお願いしたい。 

・公園を使って地域の交流（老若男女）。 

・やっぱりおまつりを。 

・人を集めること。 

課題 

【情報不足】 

・独居の方を知る。 

・障がい者の方とのふれあいが少ない。 

【インフラ不足】 

・段差があり、歩きにくい。 

・休む場所を作って欲しい！！ 

・デイサービス施設少ない。 

・個人情報をゆるめてほしい。 

・ベンチを増やしてほしい。 

取り組み

アイデア 



環境 

メンバー 菅野、萬年、遠藤、松窪、中村、（市）岩瀬、（ファ）、田中 

魅力 

現状 

【二重川】 

・二重川の水質が向上している。 

・野鳥、水鳥が 60 種近くいる。 

 

【未タイトル】 

・堀込団地の桜並木が毎年きれいで楽しみ。 

・梨の泉を現代風に工夫して復活させる。 

・駅前南口の噴水広場は広々していてとても良いと思う。 

 

【ゴミ】 

・毎月 1 回、団地内で住民が環境整備を実施している。 

・街にゴミが少ない。 

・ゴミの分別化を実施している（資源ごみ含む） 

・道路のゴミ投げ捨てが少ない。 

・ゴミをいつでも捨てられる。 

・自然が多いところのゴミ拾いボランティアが多い。 

・毎日掃除されている。 

 

【未タイトル】 

・沿道の花の植え替えボランティアが素晴らしい。 

・毎朝、駐輪場駅前をボランティアの方に清掃していただいている。 

【学習】 

・地域の自然について、小中高生勉強を力を入れる。 

・小中学生に自然（市内）に関する学習を行う。 

 

【ボランティア】 

・ボランティアの方達の尽力により各個人の意識も変化。 

 

 

【噴水】 

・地下水を利用した噴水の再開。 

課題 

【二重川】 

・二重川の川添の歩道の草が繁って歩けない。 

・公衆トイレが少ない。 

 

 

 

取り組み 

アイデア 



・生徒が二重川に行ったことがない。 

 

【ゴミ】 

・通学路でゴミが結構落ちている。 

・ゴミの分別が判っていない。 

・ゴミの分別が行われていない場合がある。 

・掃除でゴミの分類別でどこに持っていくのか説明されない。 

・ゴミ集積所でカラスの被害がある。 

 

・南山と言われても一体感がない。 

 

・駅前の噴水、水が出ているのを見たことないので見てみたい。 

【未タイトル】 

・散歩道にある草などの件、花等を植えると良いのでは。 

 

【トイレ】 

・二重川沿いにトイレの設置。 

・駅前、駐輪所内トイレを設置。 

 

【ゴミ】 

・学校のゴミの行方を知る機会を作る。 

・住宅街のゴミ拾いのボランティアを増やす。 

・ダストボックスを積極的に導入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市民安全 

メンバー 樋山、岡村、阪野、駒沢、髙石、滑川 

現状 

・治安は悪くない。 

・登下校の見守りで、民生委員さんやボランティアのお力を借り

ることができる。 

・学区内に交番がある。 

・凶悪な犯罪が少ない。 

・歩道が多い。 

・お買い物。歩いて行ける ⇒安全 

・信号を渡らずに学校へ行ける ⇒安全 

・駅南側、車と人がうまく分離できており安全 

・歩道が多く、人がいつもどこかにいる。 

・基本的に遊歩道で行動できる。 

・歩道と車道が分かれている。 ⇒安全 

・通学路について、大きな道路を使わずに登下校ができる。 

・南山公園を中心に緑が多い。 

・図書館やプラネタリウム等学習施設が近い。 

・小学生から高校生まで駅前センター利用者が多い。 

・駅周辺で生活用品がそろう。 

・（小学校、学童、地区社協）全部小学校にある。 

・子どものたまり場 ⇒駅前センターよく利用されている。 

・交番からの情報をもっと表示する。（歩道） 

・歩者分離をすすめて、互いの安全を高める。 

 

【交流、顔が見える関係をつくる⇒安心】 

・駅前センターで昔遊び体験を行う。 

・子どもと地域の人、一緒にあそぶイベント⇒交流、顔が見える関係をつくる。 

・公共施設を借りる際の手続き簡易化。 

取り組み 

アイデア 



課題 

【何かあった時見た時どうしたらいいの？】 

・詐欺事件への対策が立てられない。 

・各団体の見回り情報が共有されていない。 

・防犯の為の人が少ない。 

・（担当、協力）できない。 

 

・不審者を見ても対応方法が分からない。 

・夜、歩道の灯りが暗い 

・信号機がない横断歩道があり、交通安全について、指導やボラ

ンティアは欠かせない。 

・子どもたちの見守りへの意識、必要性を感じにくい。 

 

【道路、広場の利用ルール】 

・駅前での自転車等のルールが統一されていない。 

・南小と池小で駅前歩く時のルールが違う。＋自転車のルール 

・梨のひろば、使い方、マナーが良くない。 

・池小と南小の間の横断歩道の使い方、伝え方が難しいのではな

いか。 

【情報共有リアル】 

・不審者情報⇒自治会、PTA の情報共有する機会が必要。 

・連絡メールの統一化。今は小中それぞれ別 

・PTA、自治会、他団体と防犯や見回りの体制や情報を共同で対応する。 

 

【企業連携】 

・地域だけでなく、民間企業と協力して、防犯を検討する。（セキュリティ会社

を使う） 

 

【オンライン、IT、SNS 活用】 

・SNS などを使ってリアルタイムで情報を共有できる仕組み行う。 

・安全に関する情報の一元化集約と発信 

 

・地域全体での交通安全教室 

・子ども（小学生）の交通ルールに関する指導を、中学校区で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域活性・交流 

メンバー 福岡、馬場、秦野、吉田、小窪、黒木、白川部、保坂 

魅力 

現状 

・自然が豊か。 

・高齢者の話し合い。 

・夏祭り。 

・桜の道が多い。 

・外国人とあいさつ⇒清掃活動 

・スーパー銀行が近い。 

・スポーツがさかん。 

・緑地、公園が多い。 

・交流、サロンに参加。 

・スーパーや小さなお店が近くにある。 

・野球チームがある。 

・土地がフラット（坂道が少ない） 

・みどりがゆたかで見ていて気持ちいい。 

・元気に活動している方が多い。 

・郵便局、銀行が近くにある。 

・駅に近い 

・道路が整頓されている。 

・長く地域に住んでいる人が多い。 

・保、幼、小、中、高がある。 

・駅が近いので、（電車、バス）に乗れる。 

・職、仕事の場○少  

・公園に子ども、家族が増えた。 

・病院や個人の医院（クリニック）がある。 

・高層階、エレベーター無し。 

・地区全体で保護活動をする。（ゴミ拾いなど） 

・公園で集まってお話をしていけるよう（続けて）する。 

・スポーツチーム支援。 



・公園を通ると話している人が多く、仲が良く見える。 

課題 

・交流イベントが少ない。 

・今後急増する高齢化率。 

・地域社会になじめない老人もいる。 

・老後への備え（勉強会）。 

スーパーや駅前にちょっと立ち止まれる所を作っていく！（小室

駅前のように） 

・少子化で子ども減っている。 

・隣近所の関係がうすくなっている。 

・高齢者生活の活性化。 

・南山地区の街灯が少ない。 

・南山第一住宅は超超高齢化になっている。 

・コロナで駅前センターなどに集まりにくくなった。 

・大学が欲しい。 

・鎮守の杜がない。 

・近所の人をあまり知らない。 

・建物が古くなってきている。 

・高齢化、空家多い。 

・白井駅の北と南で年齢分布が違う。 

・一番利用の多い堀込公園にトイレがない。 

・独居老人が増えてきている。 

・南山第一住宅にエレベータがない。 

・10 代、20 代が参加するイベントが少ない。 

・人が集まって話せるところが少ない。 

 

 

 

・子ども達にこんにちは、おはよう、おかえりなどの声掛けを積極的にする。 

・ボランティアが少ない。この活動自体知ってる人が少なさそう。 

・地区全体に呼びかけをする。 

・若い人と高齢者との交流活動をする。 

・仲の良い人で一緒に出かけ、買い物して行く。 

（外出する人と話す） 

・現役世代で仕事をしていてもできるようなボランティア活動を作る。 

・子どもの見守りなどを「ながら見守り」として、散歩や買い物の時に気を

付けてやる。 

・顔見知りでなくても、高齢者にはあいさつをする。 

・独居高齢者は見守りパートナーなどの住民同士の助け合いを利用する。 

・子どもたちと高齢者との交流を増やしていく。 

・老後への備え⇒勉強会を 

・駅前ロータリーを利用したキッチンカーなどの若い人が好む集まるイベン

トを行う。 

・人が集まることができる場所が必要。白井駅の周辺。 

・ラジオ体操をする（朝の時間） 

・高齢者が家に閉じこもらないようにサロンに来ていただく。 

・地域の歴史を知る機会を作る。 

・伝統文化とは言えないが、住民、老若男女が一番多く集まる夏祭りを継続

取り組み 

アイデア 



・白井市でお金を使うお店があまりない。 

・外出しない。テレビを見る。 

・若い方の地域への行事参加。 

・新しい土地開発が難しい。 

・他地区の市出先センター等へ行きたい時の足の便が不便。 

・高齢者が多く、若い人の行事への参加やボランティア参加が少

ない。 

・当住宅（集合住宅）は今年から自治会がなくなり、親睦、交流が

心配。 

 

させていく。 

・神社誘致してお祭りをつくろう（クラウドＦ） 

・乗合自動車の稼働。 

・（若者を増やす）大学の誘致。 

・桜回廊（道）をつくろう。 

・貸自転車をつくろう。 

・農業応援団づくり。 

・企業の誘致。 

 


